
★
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
〜
最
終
局
面
に
な
っ

て
い
る
。
い
か
な
る
妨
害
に
屈
せ
ず
闘

い
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
た
い
。
い
っ
き
に
、
解
決
に
向
け
た

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
道
内
一
〇
〇
ヶ

所
で
集
会
を
取
り
組
ん
だ
。
自
民
党
か

ら
も
激
励
が
あ
っ
た
。
２
・
１
６
中
央

集
会
や
２
・
１
３
北
海
道
集
会
を
成
功

さ
せ
る
。
政
治
解
決
に
向
け
た
大
変
重

要
な
局
面
だ
、
全
体
の
団
結
を
。

★
安
全
問
題
〜
ワ
ン
マ
ン
列
車
と
排
雪

列
車
の
事
故
が
富

良
野
駅
で
発
生
し

た
。
現
場
は
、
エ

ル
ダ
ー
社
員
な
ど

高
齢
者
が
多
く
な
っ

て
、
新
規
採
用
者

が
少
な
い
た
め
技

術
継
承
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

安
全
問
題
に
よ
る

全

国
統
一
闘
争

の
実
施
や
安
全
問

題
調
査
委
員
会
の

強
化
を
し
て
い
く
。

★
貨
物
の
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い

る
。
雪
害
で
収
入

が
厳
し
い
実
態
に

な
っ
て
い
る
。
会

社
は
三
年
連
続
の

赤
字
は
出
さ
な
い

と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
効
率
化

人
件
費
の
削
減
な

ど
強
行
さ
れ
て
い
る
。
貨
車
検
修
の
要

員
見
直
し
で
、
現
場
で
は
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
要
員
合
理
化
に
反
対
だ
。

★
２
０
１
０
春
闘
〜
一
月
十
九
日
、
経

団
連
は
定
昇
無
し
、
賃
金
を
押
さ
え
込

も
う
と
し
て
い
る
。
賃
上
げ
は
統
一
要

求
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
。
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
を
求
め
て
い
く
。
今

春
闘
で
生
活
改
善
・
労
働
条
件
の
改
善

の
闘
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
。
非
正
規

労
働
者
の
長
時
間
労
働
の
廃
止
・
年
休

の
取
得
、
割
増
賃
金
の
改
善
な
ど
、
Ｊ

Ｒ
に
求
め
て
い
く
。

★
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
〜
自
治
体
意
見
書

採
択
に
つ
い
て
、
地
方
で
初
め
て
主
旨

説
明
を
お
こ
な
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
に
反

対
し
闘
っ
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
合
同
集

会
を
開
催
し
た
。
中
央
行
動
で
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
を
展
開
。
十
二
月
四

日
に
決
起
集
会
を
開
催
、
宣
伝
行
動
も

展
開
し
た
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
持
っ
て
陸
運
局
へ
要
請
行
動

を
取
り
組
ん
だ
。
地
域
か
ら
、
２
・
１

６
集
会
へ
の
参
加
を
取
り
組
み
、
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。
地
方
・
中
央
が
一
体

と
な
り
四
者
四
団
体
の
団
結
を
い
っ
そ

う
強
め
て
い
く
。

★
春
闘
要
求
額
五
千
円
に
つ
い
て
ど
う

な
の
か
。
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
が
形
骸
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。
国
労
と
し
て
の
生
要

求
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
〜
本
当
に
納
得
の

で
き
る
運
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
。
自

転
車
で
の
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た
宣
伝
を
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

反
合
〜
安
全
問
題
に
つ
い
て
反
合
闘

争
は
重
要
だ
。
国
労
が
今
の
企
業
体
質

を
変
え
さ
せ
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。
地
域
に
闘
い
を
広
め
る
。
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全体の発言

ＪＲ不採用問題について
現段階の到達点を全体で確認する。政治の場で解決を図る。直

接の交渉テーブル・要請書を提出した。要求の３項目については

裁判所へ届けた。与党３党は３項目について年度末までに解決す

るため努力する。国交大臣も対処していくと答弁した。４者４団

体は１月、具体的要求について与党３党に説明した。

国会では、前原大臣もしっかり対応していきたいと答弁。政府

も動き出す局面だ。これからは解決水準をめぐる攻防になってい

く。我々の団結の強化と、情報の集中と管理が重要だ。裁判闘争

大衆行動が導き出している。

春闘について
生活が苦しいが全体の労働者とＪＲとの統一闘争を守っていけ

るのか、そのため５千円の要求額となった。政策課題について、

高速道路の無料化～政府も慎重に対応。並行在来線・三島貨物問

題など、どう実現していくか・どう具体的な運動を中央・地方が

一体になれるか。

安全問題について
効率化・外注化・要員問題が事故を発生させる要因になってい

る。会社の社会的責任について会社側と協議していく。

組織拡大について
職場の闘いから、拡大につながっている。分会の意思統一から

拡大へ。全国から、安全問題の取り組みから、組織拡大につなげ

ていく。

選挙について
さまざまな社会問題、労働者全体の問題など、多くの課題があ

る全面的に選挙運動をがんばっていく。



★
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
〜
自
治
体
意
見
書
採

択
の
取
り
組
み
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
行

動
の
実
施
。
１
２
・
５
県
集
会
を
開
催
し

一
〇
〇
名
以
上
が
結
集
、
カ
ン
パ
も
実
施

し
た
。
多
く
の
支
援
団
体
、
組
織
に
呼
び

か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
仲
間
が
結

集
す
る
。
解
決
の
日
ま
で
あ
ら
ゆ
る
闘
い

を
取
り
組
ん
で
い
く
。

★
経
営
環
境
〜
高
速
料
金
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
で
収
入
が
上
が
ら
な
い
。
部
内

で
経
費
節
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
列
車

は
ワ
ン
マ
ン
運
行
さ
れ
て
い
る
。
特
急
列

車
も
ワ
ン
マ
ン
化
が
提
案
、
ド
ア
扱
い
は

客
室
乗
務
員
が
対
応
す
る
。
安
全
問
題
も

含
め
団
交
で
追
及
し
た
が
三
月
ダ
イ
改
で

実
施
さ
れ
る
。
三
島
・
貨
物
問
題
に
つ
い

て
、
地
域
で
、
問
題
解
決
に
向
け
て
運
動

を
進
め
て
い
く
。

★
横
浜
人
活
の
闘
い
で
は
、
全
国
か
ら
の

支
援
に
対
し
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
署

名
、
団
体
２
８
５
８
筆
、
個
人
で
は
１
０

万
３
０
５
８
筆
を
集
約
し
た
。
判
決
を
総

括
し
今
後
の
闘
い
に
生
か
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。
非
正
規
労
働
者
の
首
切

り
、
解
雇
撤
回
な
ど
の
闘
い
に
共
闘
し
て

い
く
。
２
・
１
６
集
会
成
功
に
向
け
て
労

組
・
支
援
団
体
へ
の
要
請
・
オ
ル
グ
を
展

開
。
す
べ
て
の
共
闘
組
織
へ
要
請
し
て
い

く
。
連
帯
し
共
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
。

政
治
解
決
に
向
け
て
全
体
が
運
動
を
強
化

し
て
い
く
。

★
組
織
拡
大
〜
職
場
で
の
組
合
説
明
会
の

実
施
を
要
請
し
て
い
く
。
前
回
は
夕
方
、

実
施
し
多
く
の
参
加
者
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、
三
回
目
の
参
加
者
も
い
た
。
エ

ル
ダ
ー
・
嘱
託
・
プ
ロ
パ
ー
へ
の
労
働
条

件
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
分
会
を

結
成
さ
せ
た
い
。
全
国
の
仲
間
と
競
い
合
っ

て
組
織
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

★
二
十
四
年
を
超
え
さ
せ
な
い
闘
い
、
決

意
を
全
体
で
意
思
統
一
を
。
四
者
四
団
体

の
結
束
を
固
め
あ
う
。
大
会
後
、
闘
争
団

と
街
宣
行
動
、
物
販
活
動
を
展
開
し
た
。

十
二
月
、
県
集
会
の
開
催
、
署
名
の
要
請
・

闘
争
支
援
な
ど
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

★
組
織
拡
大
〜
八
名
の
拡
大
・
新
人
が
二

名
、
そ
の
他
六
名
中
、
五
名
が
復
帰
だ
っ

た
。
分
会
全
員
が
来
る
も
の
は
こ
ば
ま
ず
。

①
分
会
全
体
の
意
思
統
一
が
必
要
だ
②
上

部
機
関
と
の
連
携
強
化
③
情
報
の
管
理
④

加
入
後
の
面
倒
を
み
る
こ
と
。
無
所
属
の

社
員
が
国
労
に
加
入
し
た
。
分
会
・
支
部
・

地
本
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
。

★
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
〜
政
治
解
決
に
向
け

て
三
項
目
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
一

点
集
中
し
た
闘
い
を
進
め
て
い
く
。
十
一

月
十
八
日
に
群
馬
県
集
会
を
開
催
、
三
〇

〇
名
が
結
集
し
た
。
県
職
労
が
多
く
参
加

し
た
。
十
二
の
共
闘
組
織
が
結
集
し
た
。

勝
利
後
は
新
た
な
運
動
体
に
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
を
返
し
て
い
く
闘
い
に

し
て
い
く
。

★
格
差
・
貧
困
は
、
国
労
攻
撃
以
降
か
ら

強
ま
っ
て
き
た
。
社
会
的
な
運
動
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
。
安
全
問
題
・
春
闘
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
内
部
留
保
は
一
兆
円
。
五

千
円
の
統
一
要
求
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
か
ら
、
ど
う
な
の
か
。
生
要

求
が
い
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ス
ト
を
配
置
し
た
闘
う
体
制
を
つ
く
り
行

使
し
て
い
く
。
保
守
メ
ン
テ
〜
事
故
の
多

発
と
格
差
の
拡
大
。
車
両
検
修
の
全
面
外

注
化
に
つ
い
て
、
安
全
を
崩
壊
さ
せ
る
提

案
だ
。
ス
ト
で
闘
う
体
制
を
作
っ
て
い
こ

う
。

★
物
販
に
つ
い
て
〜
各
分
会
で
は
物
販
の

強
化
・
ア
ル
バ
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。

目
標
を
上
回
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
安

全
問
題
に
関
す
る
手
引
書
の
作
成
は
ど
う

か
。

★
組
織
拡
大
〜
交
流
会
・
対
策
会
議
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
昨
年
一
名
の
拡
大
、
分

会
の
闘
い
か
ら
拡
大
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

個
人
的
な
つ
な
が
り
か
ら
組
織
的
な
運
動

に
な
っ
て
い
る
。

★
福
知
山
線
脱
線
事
故
は
今
年
の
四
月
二

十
五
日
で
五
年
目
に
な
る
。
事
故
調
か
ら

の
情
報
漏
え
い
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

七
回
の
各
労
働
組
合
と
の
会
議
を
開
催
し

た
。
会
社
は
、
職
場
労
働
者
に
対
す
る
裏

切
り
行
為
だ
。
四
月
に
新
人
が
千
名
入
社

す
る
。
自
ら
の
意
志
で
、
労
働
組
合
に
加

入
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。

２
０
１
０
春
闘
〜
要
求
額
、
五
千
円
を

取
り
き
る
闘
い
を
取
り
組
む
。
契
約
社
員

の
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
を
取
り
組
み
、

そ
の
闘
い
か
ら
組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で

い
く
。
３
・
１
８
統
一
行
動
日
を
地
域
組

織
と
実
施
す
る
。

★
社
員
は
会
社
か
ら
、
増
収
活
動
を
強
制

さ
れ
て
い
る
。
昇
給
が
上
が
ら
ず
、
五
〇

歳
以
上
は
賃
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。
春
闘

を
働
く
も
も
の
権
利
を
守
る
闘
い
に
し
て

い
く
。
職
場
の
仲
間
の
要
求
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

拡
大
中
央
委
員
会
の
特
集
記
事
に
な
り

ま
し
た
。
発
言
内
容
に
つ
い
て
、
不
充
分

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
委
員
会
の
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

後
ほ
ど
、
国
鉄
新
聞
で
詳
細
に
わ
た
り

記
載
さ
れ
ま
す
の
で
国
鉄
新
聞
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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大企業が非正規切りをすすめるおおもとには、「労働者派遣

法」があります。労働諸法規に定められた「使用者の雇用責任」

を、なし崩しにしてきた同法を今すぐ改正する事が必要です。

また低賃金の「ワーキングプア」を生み出す原因にもなって

います。

派遣先企業の労働者と均等待遇の義務付けを求める運動を広

げましょう。


